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論文内容の要旨

本論文は，現在就航している定期貨物船の中で最新鋭の高速貨物船として，種々の特徴を持ってい

る高速コンテナ船を対象に選び，船型上及び運航上の特質から生じる波浪中の動揺特性及び耐航性能

上の主要な問題点につき，理論的及び実験的に研究したもので，次の 2 部から構成されている。

第 1 部では，耐航性能の基礎となる波浪中の動揺特性に関する諸問題として， 1)規則波中における

応答理論の模型実験による検証， 2)不規則波中の応答特性と線形重ね合わせ理論の模型実験による検

証， 3)応答の長期分布による最大値の推定に対する非線形影響の検討及び実船観測値との比較， 4)高

速貨物船の動揺特性との比較を行っている。

これらの研究には，ストリップ法による応答計算と，角水槽にわける斜め波中の模型実験とを用い

ている。その結果，斜め波中の動揺特性に関しては，横揺れ減衰係数を模型船の自由横揺れ試験で求

めておけば，ストリップ法による理論計算が一般に実験値とよく一致すること，実験と一致しにくい

のは高速における斜め追波中の船首揺れであることをどが示されている。また，船の設計及び運航に

応用するため，長期における動揺や加速度の最大値の理論計算について，横揺れと横加速度の非線形

性を取り入れる方法を提案し，その結果を実船の運航実績やシミュレーション計算と比較検討し，実

船の設計値及び操船の実情との相関を明らかにしている。更に，動揺特性に関して，コンテナ船以外

の高速定期貨物船の 2 船型と比較し，揺れやすいと言われる高速貨物船の特質を船型要素と結びつけ

て明らかにしている。

第 2 部では，船体動揺に伴って発生する諸現象のうち，耐航性能上主要な問題である減揺水槽効果，

船側における相対水位変動，船体に働く波浪荷重について，動揺特性の研究を基礎として，理論の適
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用性に関する模型実験による検証と，現象の解明を行っている。

まず，横揺れ減揺水槽の効果に関して，ストリップ法を応用した運動方程式を導き，これに模型水

槽の強制動揺試験で求めた減揺水槽の特性値を代入すれば，斜め波中の模型実験結果をよく表すこと

を示すとともに，斜め波，不規則波中における減揺水槽の効果を明らかにしている。

また，船側の相対水位変動の推定法として，ストリップ法による計算に，船体と波との相互干渉を

二次元的に求めて加えることにより，実験値とよく一致することを示している。

更に，船体中央部に働く縦曲げモーメント，横曲げモーメント，振りモーメントの波浪荷重につい

ても，ストリップ法による理論計算値が一般に実験値とよく一致すること，実験と一致しにくいのは

斜め追波中の振りモーメントであること，縦曲げモーメントと横曲げモーメントとの合成モーメント

が船体強度上重要で、あることなどを明らかにしている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，近年急速に増大してきた高速コンテナ船を対象に，波浪中における耐航性能上の主要な

問題点すなわち，船体動揺及び加速度，減揺水槽効果，海水打ち込みや船体表面上変動水圧に関連す

る船側の相対水位変動，船体に働く曲げと振りの波浪荷重などの諸特性を，船の運航条件に最も大き

く影響する船と波との出会角及び船速の広い範囲にわたって解明したものである。すなわち，ストリ

ップ法に基づく船体運動理論を応用し，これらの諸現象を推定する手法を求めるとともに，角水槽に

おける斜め波中の水槽実験技術に新しい方法を考案してこれらの現象の測定を行い，理論計算の適用

性を明確にしている。また，不規則波中の船体応答や実船の就航中に経験する動揺及び加速度等の最

大値の推定法に検討を加えるとともに，動揺特性に対する船型要素の影響を解明している。

以上の研究成果は，船舶の耐航性能を究明し，耐航性理論をコンテナ船の設計あるいは，運航ヘ適

用する面で新しい知見を与えたものであり，造船学の進歩に寄与するところが大きく，博士論文とし

て価値あるものと認める。
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